
第
32
回
新
潟
貨
物
協
議
会
・
定
期
委

員
会
が
４
月
３
日
、
地
本
事
務
所
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

13
時
に
池
田
副
議
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

議
長
に
小
泉
事
務
局
長
を
選
出

議
長
に
小
泉
事
務
局
長
を
選
出
し
、

勝
山
議
長
の
あ
い
さ
つ
、
地
本
か
ら
は

藤
井
副
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
そ
し
て

来
賓
で
は
関
東
貨
物
協
・
榎
戸
事
務
長

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

勝
山
議
長
あ
い
さ
つ

勝
山
議
長
の
あ
い
さ
つ
は
「
先
月
31

日
で
退
職
し
た
。
本
日
ま
で
議
長
を
務

め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
年
度
か
ら
新
し

い
人
事
制
度
が
導
入
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
あ
る
。
今
日
の
委
員
会
で
皆
さ
ん

か
ら
意
見
を
出
し
て
頂
い
て
取
組
み
を

強
化
し
て
い
こ
う
」
と
あ
り
ま
し
た
。

●
東
新
潟
機
関
区
に
は
DE
10
の
機
関
車

が
11
両
、
配
置
さ
れ
て
い
る
。
４
月
か

ら
他
区
所
へ
転
配
や
廃
車
と
な
る
。
８

月
に
DD
２
０
０
が
配
属
さ
れ
る
。
運
用

に
使
用
す
る
。
富
山
は
10
月
に
配
置
さ

れ
る
。

DE
10
は
ど
う
な
る
の
か
。
DD
２
０
０

は
ど
こ
が
予
備
機
を
を
持
つ
の
か
。

DE
10
の
機
関
車
は
２
交
Ｂ
の
検
査
切
れ

で
廃
車
と
な
る
。

DD
２
０
０
は
本
線
使
用
で
き
る
の
か
。

DD
２
０
０
は
内
燃
機
車
と
し
て
免
許
が

必
要
だ
。
免
許
制
度
に
つ
い
て
ど
う
な

の
か
。

出
向
先
の

労
働
条
件
が
厳
し
い

●
出
向
先
の
労
働
条
件
が
厳
し
い
の
で

プ
ロ
パ
ー
を
採
用
し
て
も
、
す
ぐ
辞
め

て
し
ま
う
。
リ
フ
ト
の
運
転
手
の
業
務

内
容
は
荷
物
の
管
理
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
募
集
要
項
に
記

載
さ
れ
て
い
る
の
か
。

出
向
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

委
託
先
の
労
働
条
件
を
改
善
し
な
い
と

新
人
が
入
っ
て
こ
な
い
。
労
働
条
件
を

改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
場
管
理
者
は
わ
か
っ
て
い
る
が
本

体
が
対
応
し
な
い
。

練
習
用
の
コ
キ
車
が
無
い

委
託
先
〜
出
向
先
の
労
働
条
件
に
つ

い
て
・
プ
ロ
パ
ー
の
事
故
が
発
生
し
て

い
る
。
会
社
側
に
訴
え
て
い
る
。
リ
フ

ト
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
、
委
託
先
の

会
社
の
や
り
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。リ

フ
ト
運
転
手
の
養
成
を
し
て
い
る

が
厳
し
い
環
境
の
中
で
や
ら
れ
て
い
る
。

練
習
が
実
作
業
の
中
で
や
る
し
か
な
い

実
態
だ
。
練
習
用
の
コ
キ
車
が
無
い
。
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国
鉄
新
潟●５月１日（水）新潟県民会館

●主な内容

○開場 ８時３０分

○オープニング９時０５分

○メーデー集会

９時３０分～１０時４０分

○デモ行進

１１時～１１時５０分

○元祖５・１にいがた

メーデー実行委員会

○第９０回メーデー新潟県中央集会

実行委員会



●
Ｎ
Ｔ
Ｓ
へ
出
向
し
て
い
る
。
プ
ロ
パ
ー

が
採
用
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
委
託
先
の

業
務
は
出
向
者
が
や
っ
て
い
る
。

プ
ロ
パ
ー
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
は
、

非
正
規
扱
い
で
正
規
に
採
用
さ
れ
な
い
。

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

●
７
月
、
現
場
に
女
性
が
配
属
さ
れ
る
と

言
っ
て
設
備
改
善
し
て
い
る
が
本
当
か
。

月
末
か
ら
工
事
開
始
す
る
。

勝
山
議
長
の

委
員
会
集
約

新
し
い
人
事
制
度
は
問
題
は
大
き
い
。

評
価
に
つ
い
て
難
し
い
制
度
だ
。
公
平
・

公
正
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

評
価
者
は
現
場
社
員
30
人
に
ひ
と
り
と

い
う
制
度
で
良
い
の
か
。

何
を
基
準
に
評
価
す
る
の
か
。
国
労
は

今
ま
で
差
別
さ
れ
て
き
て
い
る
。
若
い
社

員
の
人
達
か
ら
悩
み
に
つ
い
て
相
談
に
の

る
世
話
役
活
動
の
取
組
み
を
進
め
、
組
織

拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。

最
後
に
、
皆
さ
ん
か
ら
支
え
で
議
長
を

務
め
る
事
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。
退

職
後
は
、
退
職
者
組
合
へ
加
入
し
て
活
動

を
進
め
て
い
く
。

●
４
月
13
日
（
土
）
13
時
か
ら

組
織
拡
大
対
策
会
議

分
会
代
表
者
会
議

●
４
月
21
日
（
日
）

２
０
１
９
年

春
の
ト
ラ
ッ
ク
全
国
一
斉
行
動

●
５
月
１
日
（
水
）

第
90
回
メ
ー
デ
ー

●
６
月
８
日
（
土
）
13
時
か
ら

組
織
対
策
会
議
と

分
会
代
表
者
会
議

●
９
月
９
日
（
月
）

国
労
東
日
本
本
部

ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

４
月
に
入
り
ま
し
た
。

桜
の
開
花
が
上
旬
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
雪
が
降
る
と
い
う
予
想
外
の
天

気
に
な
り
ま
し
た
。

な
か
な
か
、
気
温
が
上
が
ら
ず
肌
寒
い

天
気
が
続
い
て
い
ま
す
。
中
旬
頃
か
ら
気

温
が
上
が
り
平
年
並
み
に
な
る
ら
し
い
で

す
ね
。

こ
れ
か
ら
山
菜
の
時
季
に
な
り
ま
す
。

山
は
、
ま
だ
残
雪
が
多
い
で
す
が
新
緑
の

季
節
に
な
り
ま
す
。

こ
の
前
、
山
間
部
の
方
へ
行
っ
て
来
ま

し
た
が
、
雪
が
多
く
び
っ
く
り
で
し
た
。

途
中
で
雪
が
降
っ
て
き
て
、
す
ぐ
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
春
は
遠
い
で
す
。
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●２０１９年ダイ改、14項目について団交。全体で

９８項目になる。列車形体ではダブル泊の運用につ

いて、要員問題などで３年くらい続いている案件も

ある。

ダイ改についての見直しは現場から上げて交渉を

していく。

●２０１９年春闘について、三役会議を開催し春闘の闘いについて意思統一し

た。春闘要求など関東支社へエリア本部書記長と一緒に要請した。支社への要

請書を本社へ上げるよう要請した。

３月５日に中央行動を実施、午前中は国会議員の要請行動を取り組み、その

後、春闘総決起集会を開催した。貨物のベースアップは２００円。

●組織拡大について、関東貨物協では各職場で２９歳から４５歳の社員へ声か

けをしている。そして拡大につなげていく。

関東支社は新採者の採用は５５名。大卒１８名（女性２名）・高専１名・高

卒２８名（女性１名）中途採用３名（女性２名）。会社は高専卒を採用したい

と言っている。学校へも要請している。

現在、五日町で研修している。５月１４日、現場に配属される。駅関係以外

の現場は５月１４日に配属される。

働き方改革～３６協定締結について若干変えている。項目を削除しているが

内容は変更していない。


